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現場のプロに聞く現場のプロに聞く

　　　　　

昨年夏ごろから北海道や東北を中心にクマによる被害が多数発生しました。クマとい
えば、東北では秋田がよく知られていることから、秋田県鹿角の“マタギ”山口泰臣さん
にクマとの関わりについてお話を聞いてきました。

山口さんは子供のころから父親やその仲間たちについて大人に混じり、クマ猟に加わっ
てきました。東京の大学を卒業し地元鹿角へ戻ってから、狩猟免許を取得するなどして
本格的に猟を始めました。古希を迎えた現在も、犬もついていけないとのうわさもある
ほど山を駆け回っているようです。

◆猟はどうやって行っているのでしょう？
狙う獲物によって色々やり方は違いますが、クマ猟

に限って言えば、「巻き狩り」と呼ばれる複数人で行う
集団猟が一般的です。リーダーが全体の指揮を執り、
役割分担をしながら獲物を追い詰めるやり方です。

ただ、私は旅館業をやっていたため猟友会の仲間た
ちとは一緒に活動できる日程が合わないことが多かっ
たので、猟犬とともに単独で猟に行くことが多かった
ですね。

一年中、山に入っていますが禁猟期間もあるので、
雪が締まる４月には春クマ猟、雪が解けたら山菜、イ
ワナ・ヤマメ釣り・鮎釣り、秋はキノコ、秋が深まって狩猟
解禁となればカモやキジ、その後は冬眠前のクマを撃ちに単
独で山に入るといった感じです。

◆狩猟を行うにはどうすれば良いのでしょうか？
狩猟を行うためには、「鳥獣保護管理法」に基づき、都道

府県知事が発行する「狩猟免許」の取得が必要です。この狩
猟免許は全国で有効です。

狩猟免許には使用できる猟具の種類に応じて、次の４種類
があります。

①網猟免許（むそう網、はり網、つき網、なげ網）
②�わな猟免許（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）
③第一種銃猟免許（ライフル銃・散弾銃）※手続きを行えば空気銃も使用可
④第二種銃猟免許（空気銃）
狩猟免許試験に合格すると、「狩猟免状」が交付されます。なお、網猟とわな猟を行う

のには、狩猟免許の取得のみで足りますが、銃猟を行う場合は、都道府県公安委員会か
ら、「銃刀法」に基づく猟銃の「銃砲所持許可」（猟銃１本ごと）の取得も必要です。
「猟友会」は、すべての都道府県に設置されている狩猟者を会員とする団体です。
各都道府県猟友会には、概ね市町村を単位とする「支部猟友会」又は「地区猟友会」

があり、地域の支部（地区）猟友会に加入すると、その都道府県猟友会の構成員（会員）
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となり、さらに大日本猟友会の構成員になります。
実際に冬季の狩猟期間中に狩猟を行うためには、狩猟免許のほかに、出猟したい都道府

県に「狩猟者登録」を行い、狩猟者登録証と狩猟者記章の交付を受けることが必要です。
従来から行われてきたこの狩猟は、有害鳥獣捕獲等と区別するため、「登録狩猟」と呼

ばれています。

◆クマの市街地への出没について思うところを教えてください
正確な学術調査の結果はわからないけれども、クマの個体数そのものは間違いなく増

えていると感じています。クマはブナの実やドングリを主食としているのですが、2024
年はブナが不作、2025年はブナの実もドングリも不作だったことから、クマがえさを求
めて市街地へ降りてきてしまったようです。

この鹿角エリアで有害捕獲されたクマは、2020年１頭、2021年２頭、2023年32頭、
2024年は174頭、2025年は300頭を超えています。狩猟によるものは年間15頭前後です。

昔はたばこのニオイでもクマに気づかれ逃げてしまうので猟の際にはたばこも控えて
いたけれども、最近のクマは人間を恐れなくなっている。きっと人間は危害を加えない
ことを学んだのだと思います。また、クマは頭が良く、一度えさを得られた場所を覚え
ている習性をもっているため、市街地に繰り返し出現していると考えます。

◆クマの対策について教えてください。
鹿角市では、鳥獣被害対策として「鳥獣被害対策実

施隊」が設置されており、市の非常勤職員として駆除
活動にあたっています。人身事故防止のため「ツキノ
ワグマ市街地等出没対応マニュアル」が策定され、関
係機関と連携して対応しています。2025年９月には緊
急銃猟についての項目が追記され、クマの捕獲や駆除
に関して猟友会や自衛隊が連携して対応にあたってい
ます。

昨年制定された「緊急銃猟制度」は、人身被害を生
じさせるおそれの高い動物が人里に出没し人身被害の
危険が高い場合に、市町村長の判断で銃器による捕獲
を可能にする制度です。通常の狩猟や有害鳥獣捕獲で
は銃を発砲する手続きに時間がかかるため、差し迫っ
た人への危害を緊急的に防止することを最大の目的と
して制定されたものです。対象はヒグマ、ツキノワグ
マ、イノシシに限定され、人の日常生活圏への侵入・
緊急性・銃猟以外の方法の困難性・住民や第三者に銃
猟による危害を及ぼすおそれがないことの４つの条件
を満たしたときに、市長が緊急対応の必要性を判断し実施を指示します。

実際の捕獲は鹿角市から委託された猟友会のメンバーが行います。猟友会メンバーも
高齢化が進み経験豊富な人材が減っていることが心配ですが、若い方や女性メンバーも
若干入ってきていますので、技術の伝承を進めているところです。

◆“マタギ”として大切に思っていること。
鳥獣被害対策では、人間に危害を与えてしまった個体については駆除せざるを得ませ

ん。猟銃を使えないところではわなを設置したりもする。同じ猟という行為をしている
のですが人間の生活を守るために活動しているもので、狩猟とはまったく別のものです。

例えば、マタギ猟では子グマ・子連れの母グマは狩ったりはしません。駆除というこ
とであれば子熊でも対象となってしまいます。母熊だけを対象としても親を亡くすと１歳
の子グマは単独では生きていけないので、結局一緒に駆除することになってしまい心が
痛みます。

だいぶ昔だけど、子熊を連れて帰ってきたこともありました。かわいかったよ。まあ、
ずっとは飼っていられないので保護施設に連れて行ったけど。

近頃はクマと共生などと言うと怒られそうですが、山にいるクマに罪はないですから
ね。山では圧倒的にクマの方が上で、我々人間が銃を持って対等、フェアに対峙するこ
と。うまく言葉にできないけどそれがマタギってことかな。

マタギというと熊射ち猟師を想像しますが、山という自然と向き合って、山が与えて
くれる恵みを取らせてもらえる分だけ頂いて共生している山人なのですね。カッコ良い
です。

今の現象は山村の過疎化などから、野生動物と生活圏を押し合いへし合いしていると
いう事なのかもしれませんが、今後は我々も足るを知り、自然と上手に共生を目指して
いく必要があるのでしょうね。
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